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５６施設栽培の環境制御

課題名 分類 ②

２）抑制メロン栽培における地中暖房効果

試験研

６３～１年（完了）

究年次

Ｉ目的抑制メロン栽培における地中暖房が生育、収量、品質に及ぼす影響について検

討し、地下部環境制御技術改善の資料とする。

Ⅱ試験方法

１供試品種南勝アールス秋冬系（八江種苗）

２試験実施場所園芸研究所施設圃場（ガラス室）

３土壌条件中粗粒質黄色土

４試験区の構成

－試験１－地中暖房の効果（６３年)‐ー試験Ⅱ地中暖房の処理時間（１年）－－－－

試験区処理方法一一試験区地中暖房時間

Ｉ区無処理Ｉ区無処理

Ⅱ区地温20℃を目標に設定Ⅱ区２３：００～５：００

皿区地温25℃を目標に設定皿区５：００～11：00

Ⅳ区１１：００～１７：００

Ｖ区１７：００～２３：００

注）暖房期間は地温20℃を下回った時期から収穫まで

地温は地下１０cmを20℃目標に設定、

電熱線は地下20cm埋設

５試験規模６３年１区２５株２反復，１年１区１０株２反復

６耕種概要

（１）播種期８月１３日（６３年）８月１６日（１年）

（２）定植期９月５日（６３年）９月１０日（１年）

（３）栽植密度畝幅１３０ｃｍ 株間３５cｍ

（４）施肥量１０ａ当たりＮ＝１５kg、Ｐ２Ｏ写＝１５kg、Ｋ２○＝１５kｇ

（５）整枝法親づる１本仕立て１果どり

Ⅲ主要成果の概要

１地温の変化は、無処理区では、最低１５℃から最高２３℃の範囲で、地温２０℃設定区

は２０～２２℃の範囲で、２５℃設定区は、２７～２９℃の範囲で推移した。

２地中暖房による生育の変化は、つる長や節数及び平均節間長は処理間に差は認められな

、いが、上位節の葉は地中暖房処理により、やや大きくなる。

３地中暖房が果実の形質や品質に及ぼす影響は、地温２０℃設定区で果重が増加し、果汁

糖度が高くなるが、ネットの密度や盛り上がり方及び果肉の厚さについては影響は認めら

れない。また、１日６時間の給気時間帯毎による地中暖房では、効果が認められないので、

温度調節器により終日地温２０℃を目標に設定を行う。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表地中暖房と収穫終了時の生育一（６３年）

試験区つる長節数一乎均-13節葉一一17節葉

節間長葉幅葉長葉幅葉長

節ｃｎｌｃｍｃＩＴＩｃｍｃｍｃｍ

１１９１．５２４．１７．９２２．８３２．３２３．８３２．９

Ⅱ190.0２４．５７，８２１．４３１，１２４．５３４．９

試験区開花日成熟一ネツトー果重糖度一果実肉厚

ご恒里

月 日日９％ｃｍｃＩｎｃｍ

１９．２６６７３．８３．９１３０６１２．３１３．４１４．１３．４

Ⅱ９．２４６９３９３．７１４５６１４．１１３．８１４．４３．６

Ⅲ９．２４６９３．６３．６１４３７１３．７１３．９１４．２３．３

注）ネット：密度１（粗）～５（密）、盛上１（弱）～５（強）

試験区開花日成熟ネットーー果重糖度果実肉厚

月日日９％ｃｍｃｍｃｍ

１１０．３７５２．７３．６１１１２１３．７１２．４１３．３３．３

Ⅱ1０．３７６２．７３．４１０６９１３．８１２．０１２．８３．２

Ⅲ１０．３７６３．０３．２１１８４１３．６１２．０１３．３３．２

Ⅳ１０．４７５３．４３．２１１４６１３．７１２．６１３．４３．３

Ｖ1０．４７４２．８３．２１１８６１３．４１２．５１３．２３．２

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１無加温施設における抑制メロンの栽培技術として活用する。

２地中暖震彩行う時は、淫耕を行い、マルチ左施用して俣潟力准高める。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名６３～１年度 福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書
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